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昭和59年l片1日発行
関
A同寺一
｛系
（長賢官）
法 律
o国家行政組織法の一部を改正す る 法律問 12 ・ 2
0国家行政組織法の一部を改正す る 法律の
施行lこ伴う関係法律の整理等に 関す る 法
律問 1 2 ・ 2
0国家公務 員及び公共企業体職員 に 係 る 共
法
報
4合、
守宮
第242号
（詰官）
済組合制度の統合等を図 る ための国家公
務 員共済組合法等の一部を改正す る 法律
(82) 12 ・ 3
0行政事務の簡素合理化及び整理に 関す る
法律（83) 1 2 ・10
学 内 規 則
富山大学職員に対する給与の口座振込実施要領の制定
本学職員 に 対す る 給与の口座振込実施要領が次のとおり制定されました。
富山大学職員に対する給与の口座振込実施要領
（趣 旨 ）
1 .  富 山大学（経営知期大学部を含む。） 職員の給与の
口座振込については， 人事 院規 則 9 -7 （俸給等の
支給 ） 及び文部省職 員 に 対す る 給与の口座振込実施
要領 に 定め る もののほか， この要領の定め る ところ
に よ る 。
（口座振込等の申出 ）
2 .  給与の口座振込等の申出に ついては， 次のとおり
とす る 。
( 1) 給与の口座振込の申出は， 給与の口座振込申出
書（男IJ記様式 第 1 号 ） に よ る こと。
(2 )  給与の振込口座の変更又は口座振込の取りやめ
（以下これらを「口座振込の変更等」という。）の
申出は， 給与の口座振込変更等申出書（別記様式
第 2 号 ） に よ る こと。
(3) 前2号の申出は， 職員が所属す る 学部等の給与
事務担当係を経て， 経理部経理課に 提出す る こと。
（ 口座振込の変更等）
3. 口座振込の変更等はt·lf年 8 月 に 行うものとし， そ
の申し出は 7 月 1 日 から7月15日までとす る 。 ただ
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し， 次 に 掲げ る 場合は， 当該月の1 5 日 まで に 申しIll
る ことができ る ものとし， 申Jれのあった月のて持1.月か
ら行うものとする。
(1) 職 員 が勤務地を異に して異動した場合
(2) 職員が住居を移転した場合
(3) その他特別の事情があ る 場合
（ 口座 に 振り込む給与の組 ）
4 .  職員の口座 に 振り込まれ る 給与の額は， 給与の支
給 日 に 支払われ る 給与の全額とす る 。
（ 口座の種類 ）
5. 職 員 の給与を振り込め る 口座は， 次 に Jめげ る 金融
機関 に 設けられてい る 当該職員 名義の普通預金口座
又は当座預金口座のう ち 一つの口座とす る 。
(1）株式 会社 北陸銀行
(2 ）株式 会社 富 山 相互銀行
附 則
この要領は， 昭和58年11 月 14 日から実施す る 。 た
だし給与の口座振込は， 昭和59年 3 月 1 5日 に 支給す
る 給与から適用す る 。
報学 第242号昭和59年 l月1日発行
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人事院規制9一7 （俸給等の支給）第l条の3の規定に基つずき下記のとおり変更を申し出ます。
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2. 振込先等は十分に雌認のうえ記入すること。
3. ※欄（個人番号及 びコード番号）は記入しないこと。
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AQ一A
議
計算機センター専門委員会（12月 3日）
（審議事項）
(1）情報処理センターの設置計画について
(2）給与の口座振込について
第11回学則改正検討小委員会(12月5臼）
昭和58年度第7回補導協議会(12月8日）
（報告事項）
(1）日本育英会奨学生の推薦について
(2）学生め動向について
（審議事項）
(1）福利厚生施設について
昭和58年度第5回事務協議会（12月6日）
（審議事項）
( 1）ザ：内使送lえ び郵便物発送業務の集中化について
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昭和58年度第25国学寮補導委員会(12JJ 9日）
（審議事項）
(1）岐日問題について
昭和58年度第2回教務委員会（12月9日）
（報告事項）
品同・チ
(1）昭和59年度高山大学私費外国人留学生の入学選考
について
（審議事項）
( 1）昭和58年度教職に関する専門科自の授業について
（＇..＇.）教職に関するヴ門干｜自の履修計画について
(3）昭和59年度私'ff外jJcJ人留学生のための高山大学入
＇.＇｛：志願案内について
昭和58年度第4回入学者選抜方法研究委員会専門委員
会（12}]10Ul
（審議事項）
( 1）人’干すj·j:i!j状}j j去の改持に1・rう昭和田年度以降の調
·NM完'J';t！＇［について
昭和58年度第 2 回富山大学共通第1次学力試験実施委
員会（12)]1:-lll)
（審議事項）
( l )II｛｛千1159年！主jl�；曲第l次’γ’力，；A＇検·，.；•；山大，，れ試験場，h\
l城主地袋J（（について
第12回学則改正検討小委員会 （ 121ll5日）
昭和58年度第9回評議会（12J]l6H)
（報告事項）
(1）教’1＇：·人＇］·；について（教i'f宇部）
（：.＇.）学’Lの印�jl1J について
（審議事項）
( 1 )11(1利59年度共辿部l；大学力，i;リ泉山山大学試験場に
おけるぷ！験実施について
報 第242号
(2）昭和59年度高山大学教育〔＇／」久利の＇.＇／：生必集要引に
ついて
計算機センター専門委員会(12月17日）
（審議事項）
(1）情報処理センターの設置計画について
昭和58年度第8固補導協議会（12月20日）
（報告事項）
(1）学生の動向について
（審議事項）
( 1）相利厚生施設について
(2）大学祭について
(3）課 外活動 共同 利用施設について
昭和58年度第5固入学者選抜方法研究委員会専門委員
会(12月20日）
（審議事項）
(1）入学者選抜方法の改善に（平う昭和58年度以降の調
六研究事Jl'(について
昭和58年度第26回学寮補導委員会（12川23日）
（審議事項）
( l )II乏日問題について
昭和58年度第5回附属図書館商議会（12月24日）
（審議事項）
( 1)次期図書館長候補者の選定について
(2）凶書館設備費予算配分（案）について
第1回公開講座委員会(12月26日）
（審議事項）
(1)委員長の選出について
(2）昭和59年度公開講座の尖地；]J· [llljについて
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人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 重力 内 寄 任命権者
f采 用 59 1. 1 松 原 勇 助手（理学部） 富山大学長
II 新 庄 忍 文部事務官（工学部） II 
59 1 4 横 越 保 子 事務補佐員（庶務部庶務課） II 
呉 任 59 . 1 万三 孝 文 助教授（教育学部） 教授（教育学部） 文部大臣
II 松 本 進 工学部会計係経理主任 体育局スポーツ課登山研修所庶務係長 II 
II 相i幸 吉 H青 助手（経済学部） 講師（経済学部） 高山大’！＇｛＇：長
転 任 II 東 敏 体育局スポーツ課登山研修所庶務係長 教育学部附属学校第一係長 II 
II 桜 井 雅 和 文自陣務官（富山工業高等専門学校会計課） 文部事務官（附属図書館） II 
II ;r'j 惜 英 二 II （工学部） II （金沢大学工学部） 金ii�大ザ：i：毛
配置換 II 7k 良 成 人文学部・理学部用度係用度主任 工学部会計係経理主任 山山大学長
II 武 出 知己郎 施設課企画係企画主任 人文学部・理学部用度係用j主主任 II 
II 清 水 良太郎 文部事務官（経理部経理謀） 文部 事務官（施設課） II 
II 高 森、 j的 II II 主計課） II （経理部税理課） II 
II 石 国 精 一 II （附属図書館） II II 主計謀） II 
fit 任 II 松 山鳥 道 夫 教授（経営短期大学部経営学科） 経営短期大学部主事（60.12.31まで） 文部大臣
丹f 1議 58 . 12.  10 永 森 徳 枝 事務補佐員（庶務部庶務課） 辞職を承認する ·1;;; LlJ｝（＇.γ：Iと
58. 12. 17 LlJ 本 順 子 臨時用務員（ II 人事課作業員） II II 
58 . 12. 28 柳 瀬 利英子 事務補佐員（工学部） II II 
58. 12. 31 安 守： 敦 雄 教育学部附属学校第一係長 II II 
II Jk 口 妙 子 文部事務官（経済学部） II II 
II 松 原 勇 技術補佐員（経理部主計課） II II 
退 職 58. 12.  16 石 野 敦 子 教諭（教育学部附属幼稚園） 昭よ和り5退8職年1し2月た 15日限り任期満了に II 
職務命令 59. 1. 1 高 井 正 ＝ 文部技官（経理部主計課） 経ー理業務部主主計任課を総命
務ず係る 計算機センタ II 
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j度自立の栂知 所 属 職 氏
人文学部 助教授 it{田
ifij.外研修旅行 II 講 師 神前
経大営7主・1JJ音�1 助教授 小倉
学 報
学 内 諸 報
海 外 渡 航 者
名 渡 航 先 国
英子 フランス
進一 シンカ、ポール， マレーシア， 香占
ヰIJ::J.L アメ リ カ 合衆 匡｜
目 的
研血 究見情
資料
報
収ムー集 及び研究 者 との
息、 父換のため
研 究資料収 集 ， 現地視察及び
研究者との意見交換のため
アメリカ合衆国における労使
関係の研究
島津科学技術振興財団から理学部高木光司郎教授に助成金が贈呈される
第242号
其fl 問
58. 12. 21 
59. 1. 13 
58. 12. 15 
58. 12. 22 
58. 10. 2 
59. 2. 28 
このたび， .fill：学部雨水光iiH![＼教校は。 .i:.� j京科学技術
弘、興財［＇tiから研究l�M託助成金として ：nniPJが贈主き
� しることになりました。
なお， 研究題目は「亦外・ ラジオ波二光子選移によ
るl自分解能亦外分光に関する研究」です。
事務局庁舎の銘板工事について
かねてから懸案となっていました事務局庁舎の銘板
工事がこのほど完成し， ムーる12JJ20 日闘に事務局庁合
i<lxJ時ljの柱に取り付けられました。
この銘版工事は， 先に教育学部の鶴木利雄教授に揮
ごうを｛氏刺し， i'Hl•J十ti.に金文’J：のJM；込みをしたものを
取り付けたものです。
なお， 鶴木教-t1には本紙をf/1 I）て深〈！感謝申し上げ
る次第です。
（席、務課）
昭和58年度国家公務員レクリェーション共同事業富山地区車球大会
昭和58年度国家公務員レクリェーション共同事業富
山地区卓球大会が， 去る12月2日（斜不二越体育館にお
いて， 富山通商産業局の当番で開催されました。
競技は午前10時から始まり， 各ブロック毎に予選リ
ーグ選を行い， 各フーロック上位2チームによる決勝ト
ーナメント選で勝敗を決する方法によリ， 富山医科薬
科大学Bチームが優勝しました。 本学からは（A), (B）の
2チームが参加しましたが， 惜しくも決勝トーナメン
卜戦で敗退いたしました。
なお， 成績は次のとおりですc
優勝 富山医科薬科大学 Bチーム
次勝 富山医科薬科大学 Aチーム
3位 富山法務局チーム
7 
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学内レクリェーション
0麻雀大会
本学レクリェーション委員会娯楽部 会所属の麻雀班
主催に よ る 昭和58年度学内麻雀大 会が， 去 る 12 Ji 3 日
け：）48名(1 2チーム ） の参加者を得て本学職員会館で実
施されました。
なお， 成績は次のとおりです。
個人戦
優勝 l�l林 邦夫（教養部） 十 1 31.8
次勝 大聖寺一孝（工学部） + 130. 6 
3 f立 堀
名人賞 佐野
団体戦
干LI実（人文 ・理学部） +78.5 
勤（経済学部） 十 1. 6 
優勝 教育学部チーム
（中川 ・永森・！”！前 ・ 桜井）
次勝 経済学部Aチーム
（竹！｜ ・ 岡山 ・il.1·川 . ;· l：藤）
3位 人文学部・理学部Bチーム
（奥村 ・ 堀 ・柴Ill ·守十本）
寄 稿
くネパールで、見たこと感じたこと〉
私のネノfールに 関する 知品と均！解は， それまでたい
へんに 沈滞なものだった。 いわし 小さな未聞のltl,
貧しい人々の生活， ヒマラヤ， そして壮大な自然、等々。
しかし尖｜漂に 現地を訪れた時， それまでr�分がネノfー
ルについて余リに知らなさすぎた， という よ り無関心
でありすぎたことに深〈耳心入った次 第だった。 私カ、ネ
ノfールにおけ る 薬物資源の学術調査隊の一員として，
初めて同国に入ったのは昨年 7 月 21 日 だった。 以米，
アンナプルナ連山を一周す る 40 日 間の調査トレ yキン
クを終えてネノfールを発つまで ち ょうど2カ月間滞イl
したが， それはいろいろと考えさせられ る ことの多い
旅だった。
ネパールは小さな国にもかかわらず多民族国家であ
る 。 地勢が険阻で南北の標高差が極端に 大きいという
白然環境の特殊性もあって， さまさまな民族が谷前jに
山あいに 住みつき近年まではほ独立した状態でそれぞ
れの文 化を発達させて来た。 近年になってネノぐール王
国として統一国家を形成するに到ったが， したがって
一口にネノfール人と言っても， 容貌や肌色はも ち ろん，
言語や風習の異な る 実 に 多様な人々を含んでい る 。 ま
た宗教もヒンズー 教が国教となってい る が， ネパール
は言うまでもなく釈尊生誕の地であり， 仏教も広く一
般大衆に 受け入れられており， ヒンズー教と仏教がみ
二とに 融和した－Hf11川寺この：，.；·； 教的雰閏気をかもし出し
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ている。
教養部教授 小 山 党
たしかに ネノf ルの人々の生活は貧しし、。 ー古J\cη都
市生活字者および裕悩なじ持層を｜除くと， 圧倒的多数の人
々はほとんど自給自足にも近い大変貧しい作らしをし
ており， それはおそらく今から100年前のll本とはは
似た状15l に あ る よ うにも思わ れた。 首都カトマンズは
ネパ ル故大の， そしてもっとも近代化の進んだiiiで
あ る 。 主要道路は舗装されJj.（がひしめき合い， しょっ
しゃな商店が並びまた観光客！日の近代的ホテルもそこ
ここに 建ってい る 。 大きな病院も紋j!J:はいくつか建設
された。 現イl：まだテレビこそ肱映されていないが， i正
気も一般に 普及してい る 。
ところがカトマンズを一歩出外れるとそこはもう）（
変に 遅れた世界であ る 。 電気はなく， 交通はき わめて
不便であり， 近代医学の医者は全く屈ない。 f供た ち
は着のみ着のままボロをまとい， ほとんどが槻）｛て－�f!
髪に はシラミが群れている。 衛生状態は劣悪て乳ー幼児
の死亡率は25%にも達するという。 学令期児童の就学
率は低く （ 全国平均約30% ） ， したがって文 盲率は80
%を越す高さという。 農業が主産業で， 山 麓から急な
斜面はみごとに耕作され見上げ る 山 頂まで段々畑が続
色斜面の中腹にはキ＇Jl末な作りの農家ヵ、集落をなして
い る 。 最近でこそ簡易水道が徐々に普及してきたが，
それでも水場まで 1キロも 2キロも歩いて水を汲みに
昭和59年1月1日発行 学
行かねばならない所も多し、。 水汲みは女子供の重要な
仕事である。
ネパールにはカトマンズ周辺と南部のタライ平原や
l浪られた所を別とすれは＼自動車はおろかオートノ〈イ
すら走れる道はなL、。 地形が険しいということもある
のだろう。 もともとネパールの山岳地帯では い車輪の
文化砂 が発達しなかったようである。 したがって物資
の輸送はすべて人力または畜力によるほかはない。 と
ころが畜力となると， 標高差の極度に大きなネパール
では家畜によって標高による適応域カ、決まっていて低
地から高地まで同じ動物を使うことは難しい。 そうな
ると結局もっとも頼りになる手段は人力ということで，
1J；くはもちろん現ず1：て、もポーターが物資輸送上， 重要
な役削を果たしている。 ポーター達は30～60キロの荷
物に背負い紺をかけ， それを掛からかつぎ背中と頭で
重量を支えて歩〈。 そして原則として手にものを持た
ない。 ポーター達のほとんどは傑足かせいぜいゴム草
版である。
先にネノ寸ールは交通不便と書いた。 しかしそれはあ
くまでも半酬による交通ということであって， 人の歩
く辺は逆にpq；凶発注している。 谷i（い、に尾般的jに， Lli
の利Iitiを上りTリ，MS f会から集部を結んで統lの自のよ
うに抜I）めくらされており， 人々は季節iや天候などそ
の時の状況に応じて道を使い分けている。 こうしてみ
るとネパールは決して交辿不便どころか交通網は大変
常に発達していると言える。 かつてはインドから中［tJ
（チベット）に通じる軍要な街道がネノfールを通過し
ていて， その街道沿L、に各純一丈物の交流があったとい
う。 1J�実， 今も名所に， そして思いもかけぬ山奥にも
ヒンズ一教や仏教の史跡や出物あるいは県なる地が残
っていて， かつてすiL、示教文化の栄えたところである
ことを忠わせる。 自重）］ 14iに代表される現代文明が入っ
てからこそ辺ひ。な土地として取り残されたが， それま
ではむしろ文化水準も高い国だったのであろう。
ネパールの人たちは概して日本人と比べて決して背
が高い方ではなL、。 しかし均撃のとれた美しい体格を
している。 幼児は概して栄養状態も衛生状態も悪くや
せ細った子が多く， 乳幼児の死亡率は高いと聞く。 し
かしそれがかえって虚弱体質を淘汰するのだろうか，
成人に達した人々は健康で・たくましい。 男でも女でも
自分の体重ほどの荷を背負って大変な山坂を日に30キ
ロ以上歩くのはごく普通のことと言う。 それでいて決
して筋骨隆々と言った体格ではなし たとえばポータ
報 第242号
一連の脚は驚くほどに中小、。 それにすぐれた視力には
定吉干があり， また一般に歯みがきの習慣はないと言う
が歯が美しく虫歯は鴛くほど少ないと言う。 つまりネ
fールの人たちは生物として生きる人聞の基本的な強
さを具えており， こうしてみると文明社会に生きる我
々が健康的にも本当に恵まれているのかふと疑問にな
る。
ネパールの子供たち（ツクチェにて）
ネパールは農業国である。 耕して天に到るがごとく
耕地は急な山の斜面のはるかなmきにまで達している。
しかし作業の機械化は巡れすべて畜力と人力に頼って
いる。 そのため， かつての日本がそうであったように，
f供も重要な労働力で子供と言って遊んでばかりはい
られなL、。 就学する子はむしろ少なし 幼児の頃から
－（守リ， 水t及み， 家事手伝い， 家畜の世話などさまざ
まな家庭内労働に従事する。 逆に子供たちの家庭での
役割りと貢献が立派に認知lされているわけである。 農
繁期ともなれば一家総出で作業に出る。 電灯がないの
で日のあるうちに働き， 夜はローソクやランプを囲ん
でしばし一家団らんの時となる。 ある夜， とある集部
を通りかかった時， 粗末な農家の庭先にローソクの灯
を中心に級イーが輪になって楽しげに歓談し， また素朴
なゲームに興じている光殻に遭遇した。 それは何とも
ほのほのと心和む情景だった。 今の日本からはすでに
失われてしまったものをふと見つけた合同、した。 現代
の日本では家族が協力しあって働くという状況はもう
ほとんどなくなってしまったようである。 核家族化が
進みそれでいて親子の対話は途絶えがちな�1・今である。
文明が社会的緊張を高め， 家族のきずなをこわし， 家
庭の崩壊や子供たちの心理的荒廃が進行している日本
と比べネノfールは車もテレビも電話もなく， また塾も
漫画も受験もない世界である。 しかしそこには家族を
中心とした心あたたまる人聞のつながりがあり， たと
え乳幼児の死亡率は高いとしても， 健康でたくましい，
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そして信心深い人々カ、生きているc 文明とは何か， 人
聞のしあわせとは何か． つくづく考えさせられること
の多い旅だった。
砂筆者は， 文部省科学研究費補助金（海外学術調査）
報 第242号
によりH白和58年ー7月19日から9月27日までスリランカ
及びネノfール両国における伝統医学の比較伺究並びに
天然薬物資源の学術調査のため， ネノfール， タイ， 香
港へ外国出張されましたので， 特に寄稿を御依頼した
ものです。
シリーズ 「富山大学， あの日あの頃」（4)
〈赤谷山の遭難〉
富山大学の山岳部学生が冬の赤谷山で遭難した事件
は， 昭和36年12月末のことで， 私が学生部長在任中で
あった。
山岳部は， その 年立山連峰中の赤谷山冬の登取を計
画して学生部に届けHlた。 山岳部の冬山登山は始めて
のことであったので， 山岳部長の林 勝次教授に願し＼
登山計画書の検閲を受けた上でこれを許可することに
した。
出発の前， 彩、は登山隊12名の学生諸君を学生部長主
に集め， 林教授が懇切な注意を与えられた。
一行は， 12月28日亦谷山に登り， 全員で雪洞を掘り，
12名のうち6名はここに留まり， 他の6名はベースキ
ャンプに下りた。 山mの6名は雪洞で一夜を過ごし，
翌日ベースキャンプに下りる予定であったが， その日
から大雪となり， mt二とベースキャンプとの連絡は不
可能になってしまった。 ベースキャンプの2名は， 連
絡のため山を下1）， ふもとの馬場品附近の発電所にた
どりつき， そこから大学キ；部へ電話をかけた。 1月 1
日になっていた。
夜、が学生部に出勤した時は， 職員は段段隊員の円集
や食キ；止の準備などで忙しかった。 救援隊の第11：凍は，
元日の夜出発し， 翌日から5日にかけて， 述日救援隊
は次々と出発した。 メンバーは， 主として山岳部員と
0 Bの諸君， そ れに部の関係の教官諸氏である。 地上
は大雪で， 交通機関はほとんどマヒ状態になっていた。
集まった人数を逐次出発させるという有様であった。
県讐察官｜；のー隊も出動した。 また5日には自衛隊の
ヘリコフターも飛んだ。 地上部隊の一音｜：は， 亦谷の山
町｛に歪I)' 2人の遺体を発見したが， ベースキャンフ
にこれを収容することができなかった。 そして救援隊
のj吊出jもl以！立にJ主L, 1 rJlO けに引きjてげざるを引？な
くなうた乙
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すでに山頂の諸君の生存は絶望である。 学生｛fl；では，
下山された山岳部長林教授を中心に対策を立てた。 遺
体の捜索と収容の仕事は， 山R；－部の学生と0 Bの子で
は無理である。 やはり専門家の力を借りなければ、なら
ない， ということで， 立山山麓の芦舶のガイド諸氏に
出動を懇請した。
これに対してァゲイド諸氏は非常な誠立を示された。
地元の大学の， この不幸を坐視することはできないと
いう心4守ちで， 15人の人々が出てくれることになった。
ところで， この151うのうち， 半数以J：は111年を過ぎた
人たちだが， いずれも山小出の経営者で， こんなfl:'l'>
に出る必要の無い人たちである。 この人たちカq；一千の
ガイド諸君とともに出動しようという。fh-:ilJ丈泌氏を
長とする15人は， いずれも山のへテラシだ。 出版越冬
隊に）JIJわった佐伯出縫氏ら2人もこのqiに含まれる。
このような強力な世宗｜家は， 日本の山－／｛；－iZY_明史｜かつ
て凡なか勺たものだ。 今後もあり伴ないであろうとt、ザ
門家は言った。
その一上おどろいたことは， この人たちが， 今度のf十
字の間は削を飲まないとl；まったことである。 じつは，
学生部の心配の一つは， 出索隊の食料， こと仁川のこ
とであった。 山の方、イドさんは一升出を飲める人たち
である。 15名10日聞の柄の量は， －11.11�、卜になる。 こ
れを冬山へあげることは大変だ。 そう思っていたので，
削を断つという申出は， なんともありがたいことであ
った。 もちろん柄の用意が省けて助かったという単純
な喜ひいてーはなし、。 結局は， 気付けとしてウイスキーを
いくらか用意しただけであった。
そしてさらに符し、たことは， この仕事について報酬
は釘わぬという申出であった。fk伯文蔵さんは， か｝ず
まいを正して言った。
「われわれは， 地j仁の大·＂／：のために， ，γ：生諸君のた
第242号ー
め に，
1月24
たやり方は， 真におどろくべきものであった。 このも�｛
めて凶難な， 極めて危険な作業を， 全く無造作にやっ
てのけた。 1 つの遺体の前にl本， 後に 2 本のロープ
3 人がこれにとりっき， 一気にかけ下りる勢
5つの遺体を， ベースキャンブに下
を�Mり，
で下ろしたのだ。
ろすのに， わずか30 分。 それは人間わざとは思われな
かったと人々が言っている。
5つの遺体を擁して帰途につき．
その 日 のうちに大学につい
捜索隊は，
日 には馬士碁島を出発して，
報�島守一
｜日
昭和59年1月1日発行
た。
話は後のことになるが， 事件の落着のあと，
と遺族の人たちは， ともに芦併にお札に行一ったが，
ちらから頼んでやっとお札と記念品を受取ってもらっ，
大学fftlj
そ
たのであった。
なお， この捜索活動では， 遭難者 6 名のうち5名の
遺体を収容したわけで， I体だけがあとに残された。
これに対する 第 2 次の捜索は， 2 カ月あまり後になり，
3 月末に行われた。 遺体が赤谷山両側の谷間に落ちこ
んだものとすると， 雪解け後はブッシュにかくれて発
見することはできない。 冬山の荒れが終わり， 雪解け
の始まる直前， その時期を林教授は考一えられたのだ。
こんどの捜索隊は， 立山の カ、イドさんは数名にとど
め， 少し小規模の編成であった。 さいわいに， 残りの
一体は， やはり赤谷の山頂で発見された。 その結果，
富山大学では， 6 月に遭難 6 君の合同慰霊祭を行うこ
とができた。 山のカイドさんも， われわれの恩人とし
てこの慰霊祭に参列を願ったのであった。 （次号につ
づく）
15名
のガイド諸氏を主力として， 関係の教官も加わり，
山岳部学生とO Bから成るサポート隊を加えたも
のであった。 地鉄線「.l:rli」駅で屯車を降リ， そこか
ら， 一行は’寺中徒歩で剣 ・ 亦谷山箆の馬場山へ1l1j fJ‘っ
た。 私は卜·.rli駅前に立って， ー行を比送りながら，
の後安にイ子学したい心付ちであった。
主AF
そ
？こ、
このJ史家隊の 1 0 日 間にわたる出動によって， 遭矧 6
r.のうち5名の遺体が発凡され， これを亦谷山Ji'iから
山山大学に収存することができた。
遺体発見にいたるまでの日：労はこれを省くとして，
山f([からベースキャンプまで遺体をおろす作業は， 極
めて凶難なものであることヵ、前もって予想されていた。
私は林教授の綿密な計画をきいていた。 山 頂からベー
富山高等学校に着任
停年退職
富山大学名誉教授の称号
技与
砂筆者： 昭和 2 年4月
昭和43 年 3 月
昭和43 年 6 月
スキャンプまでの標高差300 メートル， 地形のけわし
し 、 急傾斜だ。 その」二lこたいへんな積笥・である。 この山
のー は千1上にロープを必り， これを伝って徐々におろす。
5つの遺体をおろすのにまる1 日 かかるだろうという
ガイド諸君が実際にやっ
ことであった。
このような予想に対して，
；＠ 積雪・凍結時のi動車等の運転は， 極力取り止めることに努めましょうN
�＠ 積雪時は， 構内除雪の障害とならないよう駐車に注意しましょうグ
!@ 構内での自動車等の運転は， 教育・研究に支障を来さないよう安全運転に
� れた交通方法， 歩行者の安全及び騒音防止に努めましょうグ
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誠心誠意， 全力を尽くしてこの仕事をやりとげ
たい。 そのために， 桝も飲まぬ。 お札もいただかない
のだ」と。 なんということであろう。
これらの人々には， 旧制富 山 高校時代， 生徒諸君は
長年お世話になっている。 また山fo·音｜；長林教授と，
れらの人々とは親しい聞がらである。 またこの人たち
の出動について斡旋の労をとられた佐伯富雄氏は，
制富山高校の出身で， 芦舶の名望家の若主人だ。 その
ようないろいろの関係から， カ、イド諸氏は， こんどの
事について特別の好意を寄せられたのであったが，
れにしても， あまりにも美しいその心持に対して， わ
れわれは言うことばも無かったのである。
出家隊の；H 発はl月 1 4 日 。 林教J受を隊長とし，
昭和59年 1 月 1 日 発行
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〈改 姓〉
経済学部
〈住所変更〉
経済学部
E力 手 山 上 嘉 江 （ 旧姓 藤 川 ） E力 手 山 上 嘉江
〈新 任 者〉
庶 務 部
事務補 佐 員 横 越 保子
（庶務課庶務係）
工 学 部
文部事務 官 絹 石 達也
工 学 部
文部事務 官 新庄 忍
（ 会計係 ） 教 養 部
教 授 稲垣 保彦
附属図書館
文部事務 官 桜井 雅和
（ 総務 係 ）
事務補 佐 員 山 ノ 下 久 美子
主 要 行 事
第 2 回 教務委員 会
本 第25回学寮補導 委 員 会
1 2 月 l 日 給与法改正 説 明 会 （ 於， 文部 省 ） 9 ～ 10 日 北陸地区大学課外活動 担 当 者研修会
2 日 R 連盟卓球大会 （ 1／�＇ ＇ 不二越体育館 ） （ 於 ， 声 原研修 会館 ）
3 日 学 内 麻 雀 大 会 （ 於， 富 山 大学職 員 会館 ） 1 0 日 第 4 回 入学者選抜方法研究委員 会 専 門 委 員
5 日 第 1 1 回 学 則 改正 検討小委 員 会 正:z:;:〉、
6 日 第 5 団 事務協議会 1 2 日 学務 関係事務 打 ち 合 わ せ 会
8 日 北陸地区国立大学 人事1f i 当課長会議 1 3 日 共 通 第 1 次 学 力 試験 の 成績請 求 l立 び提供に
（ 於， 金 沢大学 ） 関する地区別情報処理事務連絡会
第 7 回 補 導 th!.川議 会 （ 於， 京 都大学 ）
9 H 会 計 係 長 会議 昭和58年 度 第 2 岡 高 山 大学 共 通 第 l 次 学 力
1 2 -
昭和59年 1 月 1 日発行 ザ品同ー
試験実施委員 会
1 5 日 第 12 国 学 WIJ 改正検討小委 員 会
昭和58年度 災害補 償制度説明 会
（ 於， 名 古 屋 合 同 庁 舎 ）
1 6 白 第 9 回評議 会
20 日 第 8 回 補導協議会
第 5 回 入学者選抜方 法研究委員 会専 門 委 員
ムヱエ
23 日 第26 回学寮補導委 員 会
26 日 第 l 回 公 開 講座委 員 会
28 日 御 用 納 め
人 文 学 部
1 2 月 3 日 学部補導委 員 会
7 日 学部教務委 員 会
14 日 学部 図 書委員 会
教授 会
人 事教授 会
2 1  (:j コ ー ス 代 表 者 会議
22 日 真弓t 会役 員 会
23 日 学 部 図 書：委 以 会
J受業終 了
1 2 } ] 2 日 教育実問運営協議会
3 日 附属養護学校新 入学 児童 ・ 生徒合格 発 表
8 - 9 [:J l1 4':教育 大 学 協 会北陸地 区 第 二部会教育実
践研究指導部 門 研 究 協議会
( }j七 九i井大学）
9 日 昭和60年度 入 試 恭 本 構想委 員 会
1 0 ～ 1 1 日 附属養護学校学 習 発表会
1 2 日 附属幼稚 園 新 入 園 児合格 発 表
1 4 日 学部図 書委員 会
1 6 日 昭和60年 度 入試基本構想 委 員 会
1 7 日 附属幼稚園 第 2 学期終業式
1 9 日 昭和60年度 入試基本構想委 員 会
2 1 日 学部教務 委 員 会
教授会
授業終了
22 日 附属小学 校 第 2 学期終業式
報 第242号
附属 中 学校 第 2 学期終業式
23 日 学部将 来計画委 員 会
人事教授会
24 日 附属養護学校第 2 学期終業式
｜ 経 済
学 部
｜
1 2 月 7 日 学部将 来構想検討委 員 会
8 日 財務委 員 会
10 日 論集委員 会
1 3 日 学部施設整備 委 員 会
1 4 日 学部教務委員 会
人事教授会
教授会
理 学 部
1 2 月 1 4 日 教授 会
研究科委 員 会
人事教授会
22 日 真率会役員 会
24 日 授業終 了
工 学 部
1 2 月 1 日 工学部 構 内 交通対策委員 会
学科主任会議
2 日 北｜塗fo越工業教育協 会 出 山 県 支 部幹事会
5 日 事務連絡会
1 2 日 工場運営委 員 会
学部補 導委員 会
13 日 学部教務 委 員 会
1 4日 教授会
工学研究科委 員 会
工学部移転実施計画委 員 会
2 1 日 工学部移転実施計画委員 会
共 通 第 1 次 学 力 試験監督 者 説 明 会
25 日 冬季休業 （ 1 月 8 日 ま で ）
qu 
昭和59年 1 Ji 1 日 発行
学
教 養 部
1 2 月 7 日 予 算 委 員 会
人事教授会
教 授 会
14 日 補導委員 会
講 演 会 演題 「 メ ス パ ワ ァ ー効果に よ る 物
質 の 内 部構造の 解析」
講 師 中 村陽 二
（ 京都 大学工学部教授 ）
2 1 日 人事教授会
教授会
附 属 図 書 館
1 2 月 8 ～ 北信越地区国 立大学事務 部課長会議
9 日 （於， 富 山 医科薬科大学 ）
報 第242号
1 2 日 係 長事務打 ち 合 わせ
23 日 係長事務 打 ち 合 わせ
24 日 附 属 図 書館商議 会
ト リチ ウ ム科学センター
12 月 14 日 教育訓練
1 2 月 1 日 第 14 回 教技 会
1 5 日 第 1 5 回 教 授 会
第 6 回 財 務委 員 会
第 l 回 夜 間 主 コ ー ス 検討委員 会
24 日 授業終了
26 日 第 2 回 夜 間 主 コ ー ス 検討委員 会
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画
富 山 市 曙 町 8 - 4 
電 話 悶 3 3 5 6 附」
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